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はじめに

　本稿は、2013 年 2 月 23 日・24 日に立命館大学で
行われた第 18 回 FD フォーラムの第 13 分科会で行っ
た報告（池田 , 2013）を基に、フォーラムで頂いた
コメントを反映して加筆修正したものである。
　フォーラムの総合テーマは「学生が主体的に学ぶ
力を身につけるには」であった。2008 年に FD が義
務化されて以降よく用いられるようになった「学生
の主体的な学び」というキーワードに基づき、「主体
的な学びを支える仕組み」「学生とともに進める FD」
という 2 つの切り口から、2 日間に渡ってシンポジ
ウム・分科会・ポスターセッションが行われた。参
加者は大学教員・職員が大半、報告者としての学生
に加えて、報告者以外の学生や学生の将来の受入側
である企業の方の姿もあった。学生の学びを充実し
たものとするために多くの大学で様々な学生支援が
行われているが、第 13 分科会では「学生の縦のつな
がりを活かした学修支援」をテーマとし、学生自ら
が支援の担い手となる事例の報告を基に、学生支援
のあり方の多様な可能性を考える場となった。分科
会では、授業内での支援、授業外での支援、図書館
での支援の 3 件の報告があり、筆者は図書館、すな
わち授業内外中間の視点からという立場で、実践状
況・課題等含めて報告をさせて頂いた。
　分科会そのものは教育支援という色合いが強く、
情報教育や情報機器の提供というラーニング・コモ
ンズ（以下 LC）での取り組みとは異質な感もあった
が、本学の LC を参考にしたいというありがたいコメ
ントも含め、多くのアドバイスや感想を頂いた。新
たに見えてきた課題を含め、ここでまとめ直してみ
たい。なお、本稿には筆者の主観や個人的な感想、

また、アドバイスを受けて構想した事例が含まれてお
り、現状・事実とは異なる場合があることをあらかじ
めご了承願いたい。

分科会での報告内容

　はじめに、本学の LC の成り立ちと概要、ラーニン
グ・アドバイザ（以下 LA）の概要と仕事内容、学生
向けの情報機器貸出しサービスなどの取り組みを紹介
した。詳細は既報・別報（池田・桑名 , 2012; 桑名・
池田 , 2011; 笹倉・淺本 , 2012; 茂出木 , 2008; 茂出
木 , 2009）を参照されたい。次に分科会の趣旨に沿っ
て、LC を取り巻く人物（学生・教員・職員）や学内
の部署の関係をまとめた。最後に「学生の縦のつなが
り」という視点でみた LA の位置づけと、実際に LA
から寄せられた感想を紹介した。
　以下では、LC を取り巻く人物の関係性に着目し、
現状と問題点、可能性をそれぞれまとめる。

学生の縦のつながり（LA と利用者）

　分科会で印象的だった言葉の一つに「下級生の支援
を教職員ではなく上級生がすると、大学生活の満足
度が上がると言われている」がある。LA は本学の大
学院生であり、利用者にとってみれば上級生である。
LC 発足までの詳細を述べた資料（茂出木 , 2008）を
引用すると「（LA は）パソコンの使い方のみならず、
上級生として、後輩たちに学習上の様々な助言を与え
ることができる能力と経験を有している。質問する学
生たちにとっても、教員や職員に質問するには敷居が
高くても、ちょっと年上のお姉さんに聞くことができ
るのは気持ちの上で楽なことであろうし、また、アド
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バイザを務める大学院生にとっても、サポートする側
を経験することは、キャリア教育支援の意味からも重
要なことであり、大学院生にこのような形でラーニン
グ・コモンズの運用に加わってもらうことは、大変有
意義なことであると考えている」とあり、LA という
体制は下級生・上級生双方にとって、大学生活の満足
度を上げることのできる可能性を秘めたものと思われ
る。以下では LA と利用者のやりとりを見ていて思っ
たことと、実際に LA からもらったコメントを紹介す
る。なお、LA のコメントは原文のままではなく、文
章を適宜カットさせて頂いたことを申し添えておく。

LA と利用者の良好な関係がうかがえる例
　よく利用者に「この前はありがとうございました」
などと声をかけられる LA にその旨を伝え、勤務時に
意識していることを訊いた。「もともと情報機器に詳
しいわけではないので、コンピュータに慣れていない
学生の気持ちや、何がどう分からないかを理解してい
る。だから、それに沿って丁寧な説明を心掛けている」
とのことであった。コンピュータ初心者の利用者か
ら「この人になら、他の人には恥ずかしくて訊けない
ような基本的なことも気軽に質問できる」というコメ
ントも頂いている。専門用語にはこだわらず利用者が
わかる言葉でわかるまで丁寧に説明する姿が印象的で
あった。コンピュータがフリーズして作業内容が失わ
れてしまった場合など、同様の失敗談を披露して慰め
ることもあると聞いた。失敗が続くと、コンピュータ
に対して苦手意識をもってしまう学生もいる。彼女の
話を聞いて、利用者の視点に立った対応をすることで
苦手意識の払拭にもつながるのではないかと思った。
　また、LC で質問を受けているうちに質問者が自分
の学科の後輩だとわかり、電子ジャーナルや学科共通
で使える機器の説明などを合わせて行った例を聞い
た。まさしく、学生の縦のつながりを生かした支援で
はないかと思う。
　他に、LA から「よく質問にくる学生が、LC 以外
の場所であったときにも挨拶をしてくれて、顔見知り
が増えて嬉しい」「自分が LC にいる時間にわざわざ
質問しに来てくれた時、役に立っていることを実感で
きた」「利用者が、LC に放置されている忘れ物を LA
に届けてくれた時が嬉しい」などのコメントももらっ
ている。

LA 自身のプラスになる例
　LA 採用当初は情報機器に関する知識が少なくても、

勤務していくうちに知識が増えていく例は多い。「質
問されたことにはなるべく答えたいと思い、質問され
た件を調べることで、パソコンの知識が増えた」「図
書館が大学として契約・提供しているデータベースや
電子ジャーナルについて訊かれることが多いので、質
問を受けたことをきっかけにそれらについて調べ、自
分の専門にも役立った」「自分が知らなかったことを
質問されたときに、自分で調べたり人に訊いたりした
ことが、自分にとって有益となり、あとでまた同じ質
問をされたときにそれを生かして説明できる」などの
LA からのコメントには、それが如実に表れていると
思う。

その他
　「質問に答えて、感謝されることが嬉しい」「教えら
れるようになったことが嬉しい」「普段は同じ世代・
同じ専攻の者に囲まれた環境にいるが、LA をやって
みて、幅広い世代・国籍の学生がお茶大で学んでいる
ことを知った。LC は朝 9 時から夜 9 時まで（長期休
業中は夜 5 時まで）開いているが、いつでもまじめ
に勉強に取り組む学生の姿を見るのは、良い刺激にな
る」「授業のレポートだけでなく就職活動・サークル
活動などに関する作業もしていて、学生生活を充実し
て過ごしている様子がうかがえる」など、満足度の向
上を表すようなコメントも頂いた。
　また「LA を始める前は学内情報について、自分の
学部・学年に関わる情報しか気にしていなかったが、
LA に就任してから様々な学部・学年の大学行事や学
生生活に敏感なったように思う」という LA からのコ
メントは、分科会での感想にあった「自分がそれぞれ
の大学の取り組みに関わることで、自分の居場所を見
つける」と同種のものと思う。

問題点
　1 つ目は、上で挙げた利用者と良好な関係を築ける
ことや、利用者からの質問をきっかけに自身の成長
や充実につながることは、LA の人柄に依存するとこ
ろが大きいということである。幸い、現在は意欲あ
る LA 達に支えられているが、極論を言えば彼女たち
が卒業してしまえばそれっきりということであり、こ
の体制がシステム化されているわけではない。機器に
関する知識は、ある程度研修でまかなうことができる
が、利用者の視点に立って説明をしたり、得た知識を
自分のものとして活用したり次につなげたりといった
ことは、短時間の研修で身に着けるのは難しい。対応
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としては、できるだけ幅広い学部・専攻から色々な
価値観をもった LA を集めるということが考えられる
が、良い人材を育てるシステムは不可欠であると思
う。
　2 つ目は、LA からあげられた問題点として「プリ
ンタの使い方など、勤務時間中に複数の人から同じこ
とを訊かれたとき、基本的な使い方はまとめて教えた
いと思うことがある」。特に新学期は、大学のシステ
ムを初めて使う新入生からの同様な質問が多く、個別
対応では非効率なことがある。対策として、新入生向
けの小さな講習会を開催し、基本的な使い方をまとめ
て教える機会を持つことが考えられる。
　3 つ目は、分科会で出された質問であるが「学生の
成長の可視化ができているか」。LA の成長について
は現状、上記のような聞き取り調査や普段の勤務態度
から受ける印象のみで、成長を可視化するシステムは
ない。情報機器の知識に関する成長であれば、LMS
で定期的な小テストを受けて頂くことが考えられる。
LA の意識の変化の可視化であればポートフォリオの
作成や、アンケートなどが考えられる。利用者の成長
については、同様に小テストやポートフォリオ、アン
ケートなどを、利用者の中から選んだ学生モニタに対
して行うことが考えられる。
　関連して「現在の取り組みで目的・目標はあるか」
という質問も分科会で出された。LC の日々の円滑な
運用に資することが LA の大きな役割であると思って
いるが、成長の可視化ができれば LA の目的意識も高
まり、よりよい学生へのサポートにつながるのではな
いかと思う。

学生の横のつながり（LA どうし）

　 分 科 会 で の 他 2 件 の 報 告（ 高 橋 , 2013; 森 川 , 
2013）では、学生の縦のつながりだけでなく、学生
の横のつながり、すなわち支援者どうしのつながりも
強い事例の報告があった。
　LA どうしの横のつながりはそれらと比較すると強
くはないが、勤務の引き継ぎの際に少し喋る機会があ
ること、その際難しい問題が発生していれば協力し
て解決を目指す場合があること、新 LA の研修を現役
LA が担当すること、学期始めの繁忙期には複数人体
制で勤務することなどが、LA どうしのつながりとし
て挙げられる。
　LA どうしの情報共有のためには LMS を利用して
いる（笹倉ら , 2012; 桑名 , 2010）。情報基盤センター

からの連絡事項や、他の LA からの日をまたぐ引き継
ぎ事項などは、必要な情報を勤務時に LMS から入手
することができる。LMS のチャットなどの機能を使
えば、物理的に全員が集まる必要なく LA の全体ミー
ティングが可能となり、今後、LA どうしのつながり
を深めるきっかけになるかもしれない。

LA と教員のつながり

　LC で授業の課題を行う学生は多い。本学では学部
を問わず全 1 年生必修の「情報処理演習」という授
業がある。学科ごとに、多くて 40 人程度までの少
人数のクラスに分かれて前期の半年間、コンピュー
タやメールの基本的な使い方、情報倫理、Microsoft 
Office の使い方、html の基礎などを学ぶ。長年「情
報処理演習」をご担当下さっている先生にコメントを
頂いた。先生は授業の中で LC を紹介して下さり、積
極的にその利用を進めて下さっている。分からないこ
とがあれば気軽に LA に質問・相談できる環境は、コ
ンピュータに慣れる早道の一つとしてもありがたい存
在との言葉を頂いた。
　前期の期間中はほぼ毎日「情報処理演習」の課題を
行う学生の姿が見える。課題に対して LA がどこまで
質問を受け付けるべきかということは難しい問題であ
る。「授業の課題の答えそのものを教えることはしな
い。課題が分からない場合は担当の先生に質問してほ
しい」という姿勢でいるが、どこまでが「課題の答え
そのもの」になるのかの判断は非常に難しい。
　例えば MS Word で「文字の色を変更する」という
課題が出たとする。変更の手順は、該当の文字をド
ラッグして選択し、画面上部リボン内「ホーム」タブ
の「フォント」グループ内にある「フォントの色」ボ
タンから好きな色を選択してクリックする（Figure 
1）。この場合「文字の色を変更するにはどうしたら
よいですか？」という質問は、課題の答えそのものに

Figure 1　MS Word 本文中の文字色を変更する
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なるので、LA は答えられない。
　 学 生 が 無 意 識 に タ ブ 上 を ダ ブ ル ク リ ッ ク し て
Figure 2 のような状態になってしまうことがよくあ
るが、この場合「文字の色を変更するためのボタンが
消えてしまった」という質問に対しては、LA は答え
てもよいと思う。タブ上をダブルクリックするとリボ
ンの表示非表示が切り替わることを伝え、あとは自分
で課題に取り組んでもらう。ただし、もし Figure 2
の状態で「文字の色を変更するにはどうしたらよいで
すか？」と訊かれたら、（文字の色を変更することが
課題だと知らなければ）リボンを表示して該当の文字
をドラッグして選択し、フォントの色ボタンをクリッ
クするところまで、少なくとも筆者なら教えてしまう
と思う。
　分科会でその旨を報告したところ、支援者（本学で
いう LA）と授業担当の先生が授業内容や課題につい
て連絡を取りあっているという事例を教えて頂いた。
授業担当の先生にご協力を頂くことができれば、これ
も LMS の活用により可能かもしれない（授業担当の
先生に負担を強いることになるので、あくまで構想段
階の一案として、ここに挙げておく）。
　また「ラーニング・アドバイザ」という名前が「課
題までサポートしてくれる人」という印象を与える

（そのため課題についての質問も出るのではないか）
とのコメントを頂いた。LA は、以前は「管理員」と
いう名称で、文字通り情報機器を管理していたが、
LC の発足と同時に機器の管理だけでなくサポートス
タッフとしての意味合いの強い「ラーニング・アドバ
イザ」に改称された（茂出木 , 2009）。その経緯を思
えば、機器の管理だけでなく「課題までサポートして
くれる人」という印象を頂いたのは、ありがたいこと
である。利用者から課題も含めて気軽に質問をしても
らえる環境になってきたのは良いことであると思う。
やはり LA 側でなんらかの基準を決めて、授業担当の
先生の課題の意図を殺してしまわないように、答えら

れることと答えられないことの線引きを明確にできれ
ばよいと思う。
　関連して、「課題がこれであっているか？」「課題
を添付したメールが先生に届いたかどうか」「課題を
先生のウェブページにアップロードしたが、これで提
出されたことになっているか」など、成績に直結する
ことは、LA としては答えにくい（YES と請け負うの
が難しい）質問である。この場合は「担当の先生に確
認してください」と伝え、確実に確認してもらうよう
にしている。成績や就職活動の成否に直結するような
問題はトラブルを招きやすい、対応が難しい問題だと
思っている。

学内の横のつながり（学内の部署の関係）

　本学の LC は、全学的な教育改革の動きに連動し、
2007 年 4 月に図書館内に新しく学生のための学習空
間として設置された。本学にとって LC は「21 世紀
型文理融合リベラルアーツ教育」を象徴する場であ
り、学内の各部署が連携して運用すべき協働の場でも
ある（茂出木 , 2008）。
　そこで、LC に関係の深いと思われる学内の各部署
を Figure3 にまとめた。
　情報基盤センターでは、LC で使われる機器の設置・
管理を行う。LA は LC に常駐し、質問の対応など直
接的な利用者支援を行う。日々の簡単な機器の清掃や
維持管理は情報基盤センターとしても LA に頼るとこ
ろが大きい。LA の定時報告により、情報基盤センター
では不調端末などへの迅速な対応が可能となる。
　LC は附属図書館の中に位置するため、図書館職員
と LA のつながりは密接である。LA は基本的に 1 人
なので、LA が不在のときや別件対応中のときに図書
館職員に LC 利用者の対応をしてもらうことも多い。

Figure 2　文字色を変更するボタンがない！

Figure3　LC を取り巻く学内各部署の関係



94 

高等教育と学生支援  2012 年　第 3 号

逆に、LA は図書館入り口付近の席に常駐しているた
め、図書館内施設への案内、図書・文献検索等図書館
のサービスに関する初歩的な案内、図書館内のトラブ
ルに対する初動など、LA が図書館業務への協力をす
ることもある。
　情報機器に関する学生支援、特に新入生向けの支援
という意味では、パソコン活用室が挙げられる。詳細
はウェブページおよび大学案内を参照されたい。新入
生に対し、丁寧な個別指導や講習会を開催し、コン
ピュータについて設定を含む基礎から指導を受けられ
るので安心して自分専用のパソコンを持ち、活用する
ことができる。さらに、1 年次に身につけた知識を生
かして、2 年次以降は学内インターンシップが可能で
ある。
　パソコン活用室と LA は、文科省特別経費プロジェ
クト「学生主体の学士課程の創成」の支援により運営
されている。プロジェクトの詳細はウェブページを参
照されたい。このプロジェクトは、文系・理系の領域
を横断した視野を獲得し、自在につかえる技を学ぶ

「リベラルアーツ」を基礎としている。リベラルアー
ツは、社会人としての基礎力とともに、知的な自由さ
をもった女性を創るという本学の、大学としての目標
を叶えていくための教育の一つである。繰り返しにな
るが、本学の LC は情報機器の活用に限らず、知識や
技術の専門化・多様化と社会のグローバル化が進む
21 世紀に対応できる人材を育てる、この「リベラル
アーツ」の象徴的存在として設置された。協働という
言葉からは外れるかもしれないが、LA とパソコン活
用室の運営は、このプロジェクトからの支援なしでは
立ち行かないものである。

まとめ

　本稿では、第 18 回 FD フォーラムの第 13 分科会
で行った報告を基に、分科会で頂いた多くのアドバイ
スやコメント、新たに見えてきた課題を含め、分科会
のテーマである「学生の縦のつながり」という視点か
らまとめ直した。LC を取り巻く人物・学内各部署の
関係性の明文化、課題とその解決の可能性の示唆にな
れば幸いである。
　不特定多数の学生が集う場を日々円滑に運用するの
はたいへん難しいことであると痛感している。特に、
情報機器は一度提供すればそれで終わりというもので
はなく、不具合対応などのメンテナンスや定期的な
アップデートが必要になる。それに合わせて、継続的

な利用者のサポート体制も不可欠である。今回頂いた
コメントをふまえ、よりよい環境づくりに貢献してい
きたいと思う。
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